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頃…本書の構成
Javaはオブジェクト指向のプログラミング言語です。CPUの種類やOSの種類を間わずさまざ

まな環境で動作するマルチプラットフォーム対応という性質から，Webアプリケ ー ションやスマ
ートフォン用のアプリの開発に使われています。

本書は，プログラミング言語として Javaを初めて 学ぶという 学習者の方を対象としていますの

で，学習の入り口にあたる基本事項の説明から始めて，重要な考え方となるオブジェクト指向の基

礎についても紹介しています。また，基本情報処理技術者試験の午後試験で出題される Javaの問

題を解くために必要な考え方や知識を理解していただくため，例題の解説と演習問題も含めた構成

にしています。

全体を通じて 15章の章立てになっていますが，大きく分けると，次のようになります。
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文法甚礎 1章～6章 命令文やコメントの書き方，条件判断，繰返しと
いった，基礎的な文法を紹介しています。

クラス，インタフェ ース 7章～10章
オブジェクト指向を実現するために用意されたク
ラスやインタフェ ースに関して紹介しています。
基本情報技術者試験の問題を解く上で，必ず押さ

試験によく出る技術要素 11章～14章 えておきたい， 例外処理スレッド，ジェネリク
スについて紹介しています。
過去の情報処理技術者試験で出題された問題を使

午後試験間題の演習 15章 って，合格点を取るためのポイントを 例題で解説
し，演習間題を収録しています。
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くプログラミング言語の初学者へ＞

これまで，プログラミング言語に触れたことがない方は，本書を素直に先頭から読み進めてくだ

さい。 第1章～第6章の内容は，Javaだけでな<, C言語や C++, C#, Perl, PHPでもほぼ同

じ文法になるので，習得してしまえば，今後さまざまな場面で役立ちます。

プログラミング言語の文法は，プログラムの動作手順を構築するものであり，非常に 重要です。

プログラムの動作手順の考え方は，Javaに限らずほかのプログラム言語でも必要になります。

プログラムを作成するときに基本となる部分です。

□]ロロI 動作手順の考え方（ ＝ アルゴリズム） I «•;i:：:;：習する上で
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